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.跡寂の唯めに,学脳が待つ-EL,るお子槌の熊を【良兄興鳳こど砲漣恥ﾝﾀﾖ』に国碗yもことに例色します” 1 J

■ g 『

． . f・ ｮ』

辱哩3造‘9#回I

『

『
１

霞鑿
1

鰯
：’娠

犀云云を刃･~惨

j =

8

I

ﾉ

ｆ

ｇ
や
■
■
・
ｊ

ｇ
や
■
■
・
ｊ

ｏ
■
■

士
口

９
卓
・

虫
■
■
ｅ
ｇ
Ｑ
Ｂ
Ｄ
Ｑ
ｇ
■
■
ｂ
●
●
、
■
■
■
■
■
■
●
●
。
●
■
●
■
●
ケ
Ｄ
Ｐ
■
■
■
■
●
ｐ
■

●

Ⅱ

Ef

ヂ

J

『

？Q”

ザ
判用している軍禽所名ﾛ泡役名秤 判､■■ 支援内画

鄙
0

41】用中【四期文国8ｻ画のとおり】 ･’4】脚十尾＃
F P f b

》
１
１
Ｊ
．

一
一
。

一
一
》

一
一
→
屯
一

Ｉ

‐

坐

１
１
「
］
ゞ
→
一

1
1

口
ｆ
Ｉ
Ｉ

ゴ
，I

b r

9．匁付頁科など ．マ

学校で仲成している蜘叫専力癌りましたら,乱付してください。《洞糾名の口にげ】
画径尉18”回,臼Hlの臓呵叉幽“ど □‘字校での五日杖IRI二間する”必ど卜

釘、釦階幌冠,手力険彊などのW『& ロモの固〔 j・ ’

ﾐ●目ｾﾝﾀｰからの興跡“につきましては.各竿杖へ梢岨11例することとして捌旗す･ ･~ ､ 争 ・

さ打子さんの状呪にょうては麹ｾﾝｸｰ受妙ではなくr他固固を室内寸醐白がありまT･ 、
，ご陣孟苞唾.由弁画Iの把萱につL,では.2国固め唄合句殉あ更であり. 再廿の忠は必頁ありません．、I F
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当初は待機期間を短縮する言的で優先順位を裁I*る仕組みを検討した鱗, ､『，、
地域で支援が開螂診断前支援が開始)されている殊一ｽから受け入れる方針を鋤寺

i ‘ ｡ 、?‘ 診療本火家族からの直接予約ではなく、： 、 。 ：
;; ，単絞や保育眠睨室発達支援事業所など支援者からの予約1昌統=した｡ ！､: …

・ 了

診断前支援の仕組嫁が構築され持機期間順効活用と地域の受け皿支緋制撫リ
w 保護者が診断を間ぐ心構えを作る時間となり保護者の不安軽減にもつながる61 《
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特に､療育ｾﾝﾀｰ1‘さ所属する教員が地域の学校との連携に重要な役割をはたしている。
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_…診断閾下のﾆﾆﾇ§増夫に合わせ地域の支援ｶｱﾂプIﾐも貢献すると思われる｡ ．
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診断前支援と'いう考え方
‘困りのあるケース全てに診断が必要か？＃

！

デ

2008年7月）

2008年8月）
ﾛ 牛6

(障害児支援の見直しに関する検討会報告書
暁達障害施策の推進に関わる検討会報告書

§

｡自閉症などの診断がなければ支援力泌要ない､という:のは,間違い。 』

, ･診断がつくかどうかわからない段階でも､家族は育児支援を必要と
iしており､子どもにも支援ﾆｰズが高い。

ノ

‘一人;ひとりの子ども‘と家族のニーズに応じた効果的な支援をするため
には､まず多面的なアセスメンドが必要､《診断名だけでiばない）試
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・そのような関わりの中で本当に医療や診断が必要なケースに
ゞ 療育センターを受診してもらえるような仕組みが必要6 1

I

6


